
2 0 2 2 年 0 5 月 1 7 日 ６　従業員

■ 常 6 4 2 5
■ 常 6 2 2 0 ■ 市

１　協議事項 ■ 常 □ 非 5 1 2 5
□ 常 ■ 非 5 3 5 開発指導課
□ 常 ■ 非 4 7 5 ■
□ 常 □ 非
□ 常 □ 非

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非 □
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □
■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 8 0
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 2 0 日 6 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6 0 0 1 2 0

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機

３　提供サービス
① 1 0 0 ％
② ％ ■ ■ ■ ■ ■ □ □ ９　事業の見通し
③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】

□

□

2 階 0 階 年

㎡ ㎡

使用する階 階 ㎡

1 5 人 5 人 1 0 人

階 ㎡

人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

階 ㎡

人 人 人

□ □ □ □ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等
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様式第２号－１
法人名 株式会社 絆(きずな)inローズ 職種 雇用形態 名前 年齢 月給

8 日受理 8 月

万円 消防局予防課

意見

建築指導課
関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

事　業　計　画　書
作成年月日

・月給が管理者兼児童指
導員と児童指導員が同
額，児発管は児童指導員
より低額，非常勤の児童指
導員と指導員が同額であ
るが，職種や専門性を考
慮した場合，整合性はある
か。

・スタッフは，教育関係等
多くの経験をされているよ
うに思うが，その経験を反
映した取り組みとすること。

万円

つよみをのばす「ぐんぐん」放課後等デイサービス

共生型サービス

万円

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

新規事業所の開設

万円

事業種別

万円
児童指導員

■当初 □最終
代表者職名前 代表取締役　佐藤　正弘 管理者兼児童指導員 A 万円

3 日

児童指導員 D 万円
指導員 E 万円

C

万円
万円事業の追加

意見

賃借・自己所有

万円

担当者名 連絡先 児童発達管理責任者 B

回答

福山市障がい福祉
サービス等の指定に
係る懇話会

2022年10月1日
開設（変更）

予定日
事業所名

9 月 1

万円

金融機関 理由 借入残高

人件費 末 支払 ボーナス

万円

共生型サービス以外 新築予定

設備 万円 借入金 万円

万円

万円 万円

万円

万円

大幅な事業内容の変更

万円 万円

年間返済額
万円

現在地
定員の変更

賃借・自己所有

新築予定

政策金融公庫 開所費用・運転資金

種別
放課後等デイサービス 割合 提供日

運転資金 万円

割合 １月目
割合

２月目

別紙にて

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

設
備
資
金

土地 万円 補助金 万円
建物

合計 合計 万円

車両 万円
その他

万円

意見
利用者見込 Ａ 人 人 人 人 ・収支予算書の1年目の8

月は累計が▲7,089,411円
となっていおり，事業計画
書では運転資金が
5,000,000円だが，資金が
ショートしないか。

・人件費が総額800,000
円，保険料10,000円，社会
保険料98,000円とあるが，
福利費の内訳はどうなって
いるか。

・収支予算書で，休日の利
用人数が10月は5名，11月
は6名とあるが，勤務形態
一覧表では，土日は全て
休みである。計画にずれは
ないか。

・福祉専門職員配置加算
Ⅲを取得予定であるが，直
接処遇職員の常勤は1名
のみであるが，該当となる
か。

万円
（１人当たり）

万円 万円万円
月平均利用額　※１

万円支出計② 万円

万円

万円

万円 万円 万円

万円 万円

万円

目標 別紙にて
収
入

給付費　※２
万円

収入計 ① 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円 万円
万円 万円

0

0

0

0

理念 別紙にて

6

同種のサービス

その他 万円

万円
賃借料 万円 万円 万円 万円支

出

人件費 万円 万円 万円 万円
旅費・交通費 万円 万円 万円

万円意見

通信費 万円 万円 万円 万円

土
地

所在地 福山市住吉町7番28号 用途区域 商業

所有者 抵当権 あり

万円

建
物

名称 門田貸店舗

支払元金利息 万円 万円 万円

所有者

・本件は，都市計画法第4条第12
項に規定する「開発行為」に該当
しないため，同法第29条第1項の
開発許可は不要と判断されます。

・今回計画の放課後等デイサービ
スの建築基準法上の用途は「児
童福祉施設等」に該当しますが、
用途を変更する床面積が200㎡以
下のため,建築基準法上の手続き
は不要です。なお，手続きが不要
な場合であっても，建築士等に相
談し，建築基準法に適合する計画
としてください。

・今回の改修により，当該建物は
放課後等デイサービス及び一般
住宅の特定複合用途防火対象物
となります。
・消火器及び自動火災報知設備を
設置すること。
・防火対象物使用開始届出書を
提出すること。
・カーテン及びじゅうたん等を使用
する場合は，防炎物品を使用する
こと。

諸経費　※４ 万円 万円 万円

万円 万円

万円
①-②

万円万円

120.8

-120.8

17.8

1.0

120.8

-88.1

万円 万円 万円

万円

②

万円

建築面積 万円

収容人員 内訳 職員 利用者 必要経費 万円

収支

抵当権 あり

手続 使用する階 専有面積

種別

利用者賃金

売上高　※３

161.06 延面積 301.32
生
産
活
動

収入　Ｂ

手続 新規 専有面積 74.58

用途 放課後等デイサービス 構造 木造

万円

万円 万円

万円 万円 万円

階層 2 地上 地下 建築年 1952

支出　Ｃ 万円

1・2

万円 万円 万円

手続

円 円円

使用する階 専有面積

収容人員 内訳

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

収容人員 内訳 職員 利用者

最賃確保状況（Ａ型）

移転 その他

放課後等デイサービス事業所を２０２２年１０月１日に開所

放課後等デイサービス　 ・基本報酬（区分1）平日604　休日721　　・福祉専門職員配置等加算（Ⅲ）6　　・処遇改善加算(Ⅰ）　8.4％

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更

事
業
の
概
要

①

種別 放課後等デイサービス

円

③

種別

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ

あり □

下段：所在地

職員 利用者

なし

％

万円 □
掛取引 回収・支払の条件 意見

上段：取引先
割合

％

下段：所在地

日回収

％

％ 日 〆

日回収

万円

日 〆

１月当たりの生産額
万円

日回収

生産品 １時間単価 計算式

協
議
の
種
類

就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

事業所の移転 新築予定
賃借・自己所有

建物の構造・設備の変更

％

％ 日 〆



１０　付近図 １２　事業計画

人 2 事業所
2 0 人

凡例
〇 …
× …
△ …
□ …

１３　利用者処遇

付近図掲載せず

１１　平面図

１４　防災計画

１５　一日の流れ ※別紙

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

2022年度（令和4年度）児童・生徒数

福山市立南小学校　312名
1年生：52人
2年生：58人
3年生：60人
4年生：47人
5年生：46人
6年生：49人
特別支援学級：19人

意見 意見
小学校区 南小学校 人口 7,235 事業所数

利用定員

　　※別紙にて

意見
・週1回定期的に小集団の活動に取り組
むとあるが，療育時間，活動内容，集団
編成の仕方を具体的に明記すること。

・学校との連携，保護者支援，研修計画
の具体案を明記すること。

・「地域枠」の設定について，休日，平日
の一部を開放とあるが，どの空間をどの
ように使用するか，勤務形態に記されて
いないが.，職員はどのように対応するか
記すこと。

・地域の子どもたちの「安心できる居場
所」を提供するとあるが，どんな活動を誰
が継続的に行なっていくのか。

・多様な対象者に対し，どのように対応す
るか，イベント時や緊急時等の具体例を
出して記すこと。

意見

※別紙にて ・利用者処遇で「個別
対応」による学習支援
と集団活動と書かれて
いるが，当該事業所の
平面図上から利用者１
０人と職員４人での運
営には狭すぎるので
はないか。

・机①～③に換気窓が
1ケ所あるが，換気窓
の大きさは適切か。
・パーテンションやホワ
イトボード等で3つに区
切ったのみで窓がない
様子だが換気方法は
どうするか。

・開放的な環境とは言
い難いため，閉鎖的な
空間にならないよう，
どんな配慮をするか。

・近距離での個別指導
となるが，防音対策は
どうするか。

年に２回（４月：消防避難訓練　９月：防災（地震・水害・不審者）訓練を、職員スタッフと利用者で行う。

マニュアルの作成および避難経路の掲示を行う。

地域との連携の中で防災訓練を行える体制を整える。

意見

事業所
同種の事業所

一次避難先
二次避難先

営業日

休日

月曜日から金曜日（祝日を含）　会社の定める土/日（月１回）

土/日　ゴールデンウィーク　夏季　年末年始　

※イベント以外については別紙にて

イベントを行う土曜・日曜（月1回程度）9:00～17:00  

営業時間

イベントを行う土曜・日曜（月1回程度）10:00～16:00

意見

なし　※保護者駐車場…事業所横に３台分確保

サービス提供時間
※イベント以外については別紙にて

事業所名

所在地

事業種別

利用定員

開所予定日

つよみをのばす「ぐんぐん」

福山市住吉町７番28号

放課後等デイサービス

10名

2022年10月1日

送迎



2 0 2 2 年 0 5 月 1 7 日 ６　従業員

■ 常 6 4 2 5
■ 常 6 2 2 5

１　協議事項 ■ 常 □ 非 5 1 2 3
□ 常 ■ 非 5 3 5
□ 常 ■ 非 4 7 4
□ 常 □ 非
□ 常 □ 非

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非
■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ ■ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 8 0
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 2 0 日 6 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6 0 0 1 2 0
□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機

３　提供サービス
① 1 0 0 ％
② ％ ■ ■ ■ ■ ■ □ □ ９　事業の見通し
③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】

□

□

2 階 0 階 年
㎡ ㎡

使用する階 階 ㎡
1 5 人 5 人 1 0 人

階 ㎡
人 人 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠
階 ㎡

人 人 人
□ □ □ □ □

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）
※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

受付印

2022年9月28日
（受付印省略）

万円
万円

日
１月当たりの生産額

あり
回収・支払の条件 主な修正点

下段：所在地

放課後等デイサービス事業所を２０２２年１０月１日に開所

放課後等デイサービス　 ・基本報酬（区分1）平日604　休日721　　・福祉専門職員配置等加算（Ⅲ）6　　・処遇改善加算(Ⅰ）　8.4％

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

上段：取引先
□ なし

収容人員

〆

日回収％ 日 〆

％

日回収

万円

日％

下段：所在地
計算式

日回収

生産品 １時間単価
〆

％

％％

移転 その他

□

内
容

申請種別 新築 増築
内訳 職員

用途変更

割合 掛取引

利用者

円

手続 使用する階 専有面積

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ
円円

収容人員

円
最賃確保状況（Ａ型）

種別
基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

土
地

建
物

収支

1952

手続 使用する階 専有面積

①-②
収入　Ｂ

必要経費事
業
の
概
要

①
種別 放課後等デイサービス

②
種別

③

161.06 延面積 301.32

万円

万円万円

放課後等デイサービス 構造 木造

万円

万円

万円 129.8

所有者 抵当権 あり

万円万円

万円

1.2

階層

手続 新規 専有面積 74.581・2

所在地 福山市住吉町7番28号 用途区域

用途 万円

120.8 120.8 120.8

-120.8 -120.8 -88.1万円

支出計②
名称 門田貸店舗

生
産
活
動

建築年

・本物件は,建築基準法
上の手続きは不要です
が,事前に一級建築士
にご見分頂いて新たに
図面も作成し,建築基準
法に適合している旨も
確認済みです。

・今回,法令により,全家
屋に自動火災警報装
置を新たに設置完了し,
消防署による検査も完
了しています。

・消火器も所定の場所
に設置し,シェード,じゅう
たんは,防炎品で,その
他の機器もほとんど難
燃素材のものを取り揃
えています。

主な修正点 支払元金利息

万円

建築面積

万円

通信費 万円 万円

万円旅費・交通費

諸経費　※４ 万円 万円 万円 万円

賃借料 万円 万円 万円 万円

万円
所有者 抵当権 あり

万円

同種のサービス

万円 万円 万円

内訳 職員 利用者

万円
万円 万円

万円

収容人員 内訳 職員 利用者

万円
2 地上 地下

目標 別紙にて
収入計 ① 万円 万円 万円 万円

収
入

万円 万円万円

万円
万円 万円 万円 万円その他

0 0 32.7給付費　※２

人件費

131.0

主な修正点
利用者見込 Ａ 人 人 人 人

万円
（１人当たり）

万円 万円万円
月平均利用額　※１

5.45 5.45 5.45 5.45

・資金計画に必ずしも十分
な余裕があるとは言えま
せんが,運転資金に不安が
ある場合は、代表者から
の貸し付けで補いたいと思
います。

・諸経費には福利費として,
日頃の療育に関わる消耗
品,材料費,教材購入費,ス
タッフの研修費等として,
￥80000を予定しておりま
す。

・休日のイベントを組む場
合,常勤スタッフの振り替え
が必要ですが、,そのため
には常勤スタッフの増員が
必須です。今後早急に,常
勤スタッフ1名増を実現し
て参ります。

・福祉専門職員配置加算
Ⅲを取得予定ですが，これ
も前記の常勤スタッフ1名
増で実現して参る所存で
す。

万円 万円

支
出

利用者賃金 万円 万円 万円

建物 万円 自己資金 万円
設備 万円 借入金 万円

万円

万円
その他 万円

運転資金 万円
合計

100 100
600100

設
備
資
金

500

事業種別 放課後等デイサービス 事業所名 つよみをのばす「ぐんぐん」
開設（変更）

予定日
2022年10月1日

万円

新規事業所の開設

理念 別紙にて

１月目
割合

合計

２月目 ３月目
種別

放課後等デイサービス 割合 提供日

割合

別紙にて

万円

協
議
の
種
類

就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

事業所の移転 新築予定
賃借・自己所有

建物の構造・設備の変更

計画の概要

大幅な事業内容の変更

定員の変更

賃借・自己所有

現在地

新築予定
賃借・自己所有

新築予定

政策金融公庫 開所費用・運転資金

B

D

理由 借入残高

万円

車両

金額必要な資金 金額 調達方法

万円
万円

人件費 末 支払 ボーナス

管理者兼児童指導員 A

金融機関

様式第２号－２
法人名 株式会社絆・きずなｉｎローズ 職種 雇用形態 名前 年齢 月給

万円
万円

本計画書に記載が必要な項目

万円
児童指導員 C 万円

児童発達管理責任者

万円
主な修正点事　業　計　画　書

作成年月日

担当者名 連絡先
・報酬額は管理者兼児童
指導員と児童指導員の間
で，また,非常勤の児童指
導員と指導員の間で，職
種や専門性を考慮したも
のにするため努力していま
す。

・スタッフは，教育関係等
多くの経験を摘んできた人
物で固めています。私たち
は,この経験を反映し,より
きめ細かい学習支援や生
活支援,その他幅広い分野
での支援に取り組んで参り
ます。

万円

事業の追加

万円
万円
万円

指導員
児童指導員

E

共生型サービス
共生型サービス以外

□当初 ■最終
代表者職名前 代表取締役　佐藤　正弘

万円

万円 万円
売上高　※３ 万円 万円 万円 万円

支出　Ｃ 万円
万円

万円 万円 万円

年間返済額 意見
万円 万円

万円万円

主な修正点

万円万円

土地 万円 補助金 万円

700 700

6 10 12 26

１年後

0 0 32.7 131.0

1.0 1.0 10.0

80.0 80.0 80.0 80.0
1.0 1.0 1.0 1.0

19.0 19.0 19.0 19.0

商業

万円

万円 万円

万円

万円

2.0 2.0 2.0 2.0
17.8 17.8 17.8 17.8
1.0



１０　付近図 １２　事業計画

人 2 事業所
2 0 人

凡例
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１３　利用者処遇

付近図掲載せず

１１　平面図

１４　防災計画

１５　一日の流れ ※別紙

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

主な修正点

意見

同種の事業所

一次避難先
二次避難先

　　※別紙にて

→以下,「主な修正点」の続きです
・「地域枠」については,まずは地域の保護者や地域の役員(町内会,民生委員等)さんとの交流を重ねる中で,地域の子ども
達の実態把握に努め,こうした方々の協力でボランティアスタッフを募り,療育ブースの一部或いは所定の日を「地域枠」
として開放し,職員は地域ボランティアと協力しながら共に取り組という活動を試行して参ります。地域に出向くイベント
も同様に,地域の方々の参加,協力も仰ぎながら取り組んで参ります。
・地域の方達と共に運営する「地域枠」の取り組みによって,「地域の子ども達が安心して勉強したりくつろぐための居場
所」の一つをご提供できると考えています。
・こうした場合,対象者が多様になりますが,イベント時や緊急時等の万が一の備えとして,賠償責任保険に加入しておりま
す｡また,イベントの際にはその都度,更にイベント保険契約を結びます。また,「協力医」についても,今後,更に複数の近
隣に位置する医療機関と契約を結び,万が一の救急に備えて参ります。

年に２回（４月：消防避難訓練　９月：防災（地震・水害・不審者）訓練を、職員スタッフと利用者で行う。

マニュアルの作成および避難経路の掲示を行う。

地域との連携の中で防災訓練を行える体制を整える。

営業日 月曜日から金曜日（祝日を含）　会社の定める土/日（月１回）

休日 土/日　ゴールデンウィーク　夏季　年末年始　

営業時間

※イベント以外については別紙にて

主な修正点 主な修正点
小学校区 南小学校 人口 事業所数

利用定員

主な修正点
・利用者が,少人数での活動も
希望された場合,利用者同士
の組み合わせ,時間帯を勘案
考慮し,複数の担当者で対応
する時間として設定し,交流を
主たる課題として定期的に取
り組みます。

・学校連携は,電話連絡や学
校訪問で,保護者支援は必要
に応じて家庭連絡や家庭訪
問で，研修については,行政
からの研修には必ずスタッフ1
名以上参加,その他利用者の
理解や療育能力向上のため
の講師等を招いた研修を年3
回,定期的に行います。

主な修正点
※別紙にて ・「個別対応」による学習

支援と集団活動を同時並
行する場合,面積的に狭
すぎるという面は否めま
せん。ただ,集団活動が少
人数の場合は同時並行
は可能です。
　大人数の場合は,基本
的に個別対応と同時進行
致しませんが,どうしても
個別対応と重なる場合
は,2Fの相談・休養スペー
スを使用して対応します。

・当事業所には,四方４面
のうち,北西側の壁面には
内倒しの換気窓(W80㎝
×T50㎝)が200㎝の高さ
に4つ,さらに奥の天井と
玄関付近の天井には換
気扇が１つずつ設置して
あり,空気清浄機も1台フ
ロア中央に設置していま
す。
　療育中は,常に喚起窓を
開放,換気扇,空気清浄機
を運転して常に新鮮な空
気の保持に努めます。

・パーティションは,採光や
開放感を考慮し,全て半透
明,或いは半透明性のより
高く丈の低いものを設置
しています。また,これらは
必要に応じて移動し,閉鎖
的空間とならないよう努
めて参ります。

・パーティションは,防音効
果にも優れたものを設置
しています。また,状況に
応じ,各療育ブースの配置
や距離を調節し,それぞれ
の利用者に常に落ち着い
て静かな環境を提供して

事業所

7,235 事業所名 つよみをのばす「ぐんぐん」

所在地 福山市住吉町７番28号

事業種別 放課後等デイサービス

利用定員 10名

開所予定日 2022年10月1日

2022年度（令和4年度）児童・生徒数

福山市立南小学校　312名
1年生：52人
2年生：58人
3年生：60人
4年生：47人
5年生：46人
6年生：49人
特別支援学級：19人

イベントを行う土曜・日曜（月1回程度）9:00～17:00  

サービス提供時間
※イベント以外については別紙にて

イベントを行う土曜・日曜（月1回程度）10:00～16:00

送迎 なし　※保護者駐車場…事業所横に３台分確保


